
2005年

9月

※この広報誌は再生紙を使用しています

お も な 内 容

NO.552

1

●衆議院議員総選挙、最高裁国民審査…………… ②

●財政健全化計画…………………………………… ④

●国民健康保険証が変わります…………………… ⑨

●ＯＩＳＯチャレンジフェスティバル2005……… ⑪

●国勢調査にご協力を！！…………………………… ⑯

●情報コーナー……………………………………… ⑳

平成16年度大磯の風景写真コンクール

〔春夏部門〕　入賞「うねり」　楠　尚道



2

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
国

民
審
査
が
、
９
月
11
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
大
切
な
あ
な
た
の
１
票
で
す
。

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

○
投
票
日 

　
９
月
11
日（
日
） 

　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時 

 

○
開
票
日 

　
９
月
11
日（
日
） 

　
午
後
８
時
45
分
〜 

　
大
磯
小
学
校
体
育
館 

 

○
投
票
で
き
る
方 

　
昭
和
60
年
９
月
12
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
、
平
成
17
年
５
月
29
日
以

前
か
ら
大
磯
町
に
住
所
を
有
す
る
方
。 

 

○
投
票
所 

　
該
当
す
る
投
票
所
は
、
郵
送
さ
れ

る
「
投
票
所
入
場
券
」
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
内
投
票
所
の
一
覧
は
、

案
内
図
の
と
お
り
で
す
。 

 

○
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票 

　
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
、

①
期
日
前
投
票
、
②
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。 

※
20
歳
の
誕
生
日
の
２
日
前
ま
で
は
、

不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。 

①
期
日
前
投
票 

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
　 

　
８
月
31
日（
水
）〜
９
月
10
日（
土
） 

・
最
高
裁
国
民
審
査 

　
９
月
４
日（
日
）〜
９
月
10
日（
土
）

▼
い
ず
れ
も
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

　
後
８
時 

▼
役
場
４
階
第
１
会
議
室 

②
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票 

　
身
体
障
害
者
手
帳（
主
に
１
・
２

級
）等
を
お
持
ち
で
、
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
郵
便
等
に

よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
す
で
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

を
お
持
ち
の
方
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。 

◇
病
院
、
施
設
内
で
の
不
在
者
投
票 

　
県
の
指
定
す
る
病
院
及
び
高
齢
者

施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方

は
、
施
設
内
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
施
設
に
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◇
在
外
選
挙
人
の
帰
国
投
票 

　
「
在
外
選
挙
人
証
」
を
取
得
済
の

方
で
、
一
時
帰
国
等
で
投
票
を
行
う

場
合
は
第
４
投
票
所
が
指
定
投
票
所

に
な
り
ま
す
の
で
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

○
選
挙
公
報
に
つ
い
て 

　
選
挙
公
報
は
、
９
月
７
日（
水
）に

各
紙
新
聞
折
込
み
さ
れ
る
ほ
か
、
次 

の
場
所
で
受
け
取
れ
ま
す
。 

▼
大
磯
町
役
場（
本
庁
舎
・
国
府
支

所
）、
ふ
れ
あ
い
会
館
、
生
涯
学
習

館
、
大
磯
郵
便
局
、
Ｊ
Ａ
湘
南
大
磯

東
支
店
、
中
南
信
用
金
庫（
本
店
・

国
府
支
店
・
高
麗
支
店
）、
仲
手
川

商
店
、
ヤ
オ
マ
サ
大
磯
店
、
神
奈
中

ス
ト
ア
ー
大
磯
店 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
） 

　
　
内
線
２
１
１ 

　
昨
年
の
11
月
１
日
か
ら
利
用
を
開

始
し
た
「
大
磯
駅
前
申
請
箱
」
で
、
住

民
票
の
写
し
と
戸
籍
謄
本
・
抄
本
に

加
え
て
、
９
月
１
日
か
ら
税
務
証
明

の
請
求
が
で
き
ま
す
。 

▼
税
務
証
明
　
１
件
、
３
０
０
円 

　（
土
地
の
証
明
は
６
筆（
土
地
の
公

課
証
明
は
４
筆
）、
家
屋
の
証
明

は
４
棟
ま
で
を
１
件
と
し
、
こ
れ

を
超
え
る
場
合
は
１
件
に
つ
き
３

０
０
円
加
算
し
て
く
だ
さ
い
） 

▼
請
求
で
き
る
方 

　
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方 

▼
申
請
の
方
法 

①
請
求
書（
税
務
証
明
・
住
民
票
・

戸
籍
謄
抄
本
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
返
信
用
封
筒
に
、
あ
な
た
の
住
所
、

氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

③
返
信
用
封
筒
に
切
手
を
貼
っ
て
く

だ
さ
い（
切
手
が
な
い
場
合
は
、

現
金
を
専
用
封
筒
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
）。 

④
手
数
料
を
現
金
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。 

⑤
「
交
付
請
求
書
」、「
返
信
用
封
筒
」、

「
手
数
料
」
を
専
用
封
筒
に
入
れ
、

封
を
し
て
申
請
箱
の
投
函
口
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。 

　
証
明
書
の
郵
送
は
、
申
請
日
の
翌

日
ま
た
は
休
日
の
翌
日
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
返
送
先
は
住
民
登
録
地
で
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
町
民
課
　
　
内
線
２
７
１
・
２
７

２ 

　
　
大
磯
駅
前
申
請
箱 

税
務
証
明
取
扱
い
開
始 

軽自動車税車検用納税証明（無料） 

住民票の写し 

戸籍謄本・抄本 

証明書の内容 区　分 

取扱う証明書の一覧表 

 

土 地 の 証 明  

 

 

家 屋 の 証 明  

 

所得・課税証明 

所 得 証 明  

非 課 税 証 明  

課 税 証 明  

 

納 税 証 明  

評価証明 
公課証明 
台帳登載証明 

評価証明 
公課証明 
台帳登載証明 

町県民税 

町県民税 

町県民税 

町県民税 

町県民税 
固定資産税 
軽自動車税 

せ
ん
き
ょ 

高来神社 
● 

慶覚院 
● 

花水 

国道 １ 号  至 
二 
宮  

至 
平 
塚  

第 １ 投票所 
（ 高麗区民会館 ）  

●●● ●●● 

衆
議
院
議
員
総
選
挙 

最
高
裁
国
民
審
査 

 

衆
議
院
議
員
総
選
挙 

最
高
裁
国
民
審
査 

 

衆
議
院
議
員
総
選
挙 

最
高
裁
国
民
審
査 

 

9
１１ 
9 月 

１１ 日 
は 

投
票
所
一
覧
（
案
内
図
） 
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ア
ス
ベ
ス
ト
が
社
会
的
に
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
町
で
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議
」

を
設
置
し
、
本
町
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
と
対
応
策

を
協
議
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容

が
わ
か
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

 

　
な
お
、
問
い
合
わ
せ
窓
口
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

○
学
校
・
幼
稚
園
に
つ
い
て 

　
学
校
教
育
課
　
　
内
線
３
２
８ 

○
保
育
園
に
つ
い
て 

　
子
育
て
介
護
課 

　
　
内
線
３
０
５
・
３
０
６ 

○
そ
の
他
町
の
公
共
施
設
に
つ
い
て 

　
財
政
課
　
　
内
線
２
２
２ 

○
ア
ス
ベ
ス
ト
全
般
に
つ
い
て 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
　（
72
）４
４
３
８ 

○
健
康
相
談
に
つ
い
て 

　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
企
画
調
整

室
　
　（
３
２
）０
１
３
０ 

○
労
働
災
害
補
償
制
度
等
に
つ
い
て 

　
平
塚
労
働
基
準
監
督
署 

　
　（
３
２
）４
６
０
０ 

○
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
へ
の 

　
影
響
、
治
療
方
法
に
つ
い
て
　 

・
神
奈
川
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
０
４
５（
２
２
４
）１
６
２
０ 

・
関
東
労
災
病
院 

　
　
０
４
４（
４
１
１
）３
１
３
１
　 

・
横
浜
労
災
病
院 

　
　
０
４
５（
４
７
４
）８
１
１
１ 

○
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
る
建
物
の 

　
解
体
工
事
に
つ
い
て
　 

　
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
環

境
保
全
課
　
　（
２
２
）２
７
１
１ 

○
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
廃
棄
物

　
の
処
理
処
分
に
つ
い
て 

　
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
環

境
調
整
課
　
　（
２
２
）２
７
１
１ 

の
対
応
窓
口 

（
石
綿
） 

ア
ス
ベ
ス
ト

ア
ス
ベ
ス
ト 

ア
ス
ベ
ス
ト 

ア
ス
ベ
ス
ト 

さ ざ れ石 ● 
鴫立庵 

● 
大磯町役場 

国道 １ 号  
至 
二 
宮  

至 
平 
塚  

第 ４ 投票所 
（ 大磯町保健 セ ン タ ー ）  

●●● ●図書館 

● 
大磯幼稚園 

郵便局● 

国道 １ 号  
至 
二 
宮  

至 
平 
塚  

第 ３ 投票所 
（ふ れ あ い 会 館 ）  

大磯駅 

●●● ●●● 

●防災倉庫 山王町 

国道 １ 号  
至 
二 
宮  

至 
平 
塚  

第 ２ 投票所 
（ 長者町老人憩 の 家 ）  

●●● ●●● 

●国府幼稚園 

● 
宝積院 

● こゆる ぎ ハ イ ツ  

国道 １ 号  
至 
二 
宮  

至 
平 
塚  

第 ７ 投票所 
（ 国府新宿福祉館 ）  

●●● ●●● 

中丸 
国道 １ 号  

旧道 
至 
二 
宮  

至 
平 
塚  

第 ６ 投票所 
（ 中丸会館 ）  

八坂神社 ● 
八坂神社 

国道 １ 号  
至 
二 
宮  

至 
平 
塚  

第 ５ 投票所 
（ 西小磯防災館 ）  

●●● ●●● 

●平塚学園 
　 グ ラウン ド  

● 
馬場公園 

●馬場老人憩 い の 家 

● 
城山 
公園 国道 １ 号  

至 
二 
宮  

至 
平 
塚  

第１ ０ 投票所 
（ 障害福祉 セ ン タ ー １ 階 デ イ ル ー ム ）  

至恒道園 

天神下 

大磯I.C.

菅原神社 
● 

小田原厚木道路 

至 
小 
田 
原  

至 
厚 
木  

第 ９ 投票所 
（ 虫窪老人憩 の 家 ）  

●●● 

至伊勢原 

●JA

●西郵便局 

国府小● 

第 ８ 投票所 
（ 国府支所 ）  

相 
模 
原  

　 
大 
磯 
線  

●●● 

●●● 

町
の
取
り
く
み 
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〜
自
立
し
た
財
政
運
営
を 

維
持
す
る
た
め
に
〜
　
　
　 

  

　
本
町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
第
三

次
行
政
改
革
大
綱
等
に
基
づ
き
、
積

極
的
に
行
政
改
革
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。 

　
し
か
し
、
国
に
よ
る
三
位
一
体
改

革
は
、
地
方
自
治
体
の
あ
り
方
に
つ

い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
り
、
国

に
頼
ら
な
い
自
立
し
た
行
財
政
運
営

を
求
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
少
子
高

齢
化
な
ど
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
、

行
政
需
要
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
本
町
が
今

後
と
も
自
立
し
た
財
政
運
営
を
維
持

す
る
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
22
年

度
ま
で
の
５
ヵ
年
を
計
画
期
間
と
す

る
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。 

  

　

◎
こ
れ
ま
で
の
財
政
状
況 

 

　
本
町
の
過
去
10
ヵ
年
の
一
般
会
計

決
算
の
状
況
【
表
１
・
２
】
を
も
と

に
、
こ
れ
ま
で
の
財
政
状
況
を
分
析 

す
る
と
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

     

○
歳
入 

　
税
収
は
減
額
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
主
な
要
因
と
し
て
、 

①
個
人
町
民
税
が
、
雇
用
形
態
の
変

化
や
納
税
者
の
減
少
等
に
よ
り
低
迷

し
て
い
る
。 

②
法
人
町
民
税
は
、
企
業
が
少
な
い

た
め
景
気
回
復
の
影
響
が
限
定
的
で

あ
る
。 

③
固
定
資
産
税
が
、
地
価
の
下
落
に

加
え
、
新
た
な
宅
地
開
発
等
が
少
な 

く
、
減
額
し
て
い
る
。 

　
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

○
歳
出 

　
繰
出
金
※
１
や
扶
助
費
※
２
が
増

え
、
投
資
的
経
費
が
激
減
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
件
費
※
３
や
物
件
費

※
４
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
類
似
の
自
治
体
と
比
較

し
て
高
い
割
合
で
す
。 

　
主
な
要
因
と
し
て
、 

①
人
件
費
は
、
職
員
数
の
削
減
や
町

独
自
の
職
員
給
与
削
減
等
に
よ
り
減

少
し
て
い
る
。 

②
介
護
保
険
の
給
付
や
老
人
医
療
費

が
か
さ
み
、
さ
ら
に
公
共
下
水
道
事

業
の
拡
充
等
に
よ
り
、
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
が
激
増
し
て
い
る
。 

③
東
西
に
長
い
地
形
的
状
況
や
本
町

の
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
消
防
署
や
図

書
館
、
支
所
等
東
西
に
施
設
を
設
置

し
、
ま
た
充
実
し
た
幼
稚
園
・
保
育

園
運
営
の
た
め
、
物
件
費
の
比
率
が

高
い
。 

④
ご
み
処
理
に
ば
く
大
な
経
費
が
か

か
っ
て
い
る
。 

　
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

※
１
　
繰
出
金
と
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
・
老
人
保
健
・
介
護
保
険
事
業
・
下
水

道
事
業
の
４
特
別
会
計
の
収
入
補
て
ん
や
、

基
金
へ
の
繰
り
出
し
に
要
す
る
経
費
で
す
。 

※
２
　
扶
助
費
と
は
、
社
会
保
障
制
度
の

一
環
と
し
て
生
活
困
窮
者
、
児
童
、
高
齢

者
、
心
身
障
害
者
等
を
援
護
す
る
た
め
の

経
費
で
す
。 

※
３
　
人
件
費
に
は
職
員
給
与
の
ほ
か
、

議
員
報
酬
や
特
別
職
給
与
、
各
種
委
員
会

委
員
報
酬
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。 

※
４
　
物
件
費
と
は
、
人
件
費
、
維
持
補

修
費
、
扶
助
費
等
以
外
の
消
費
的
性
質
の

経
費
の
総
称
で
あ
り
、
賃
金
、
旅
費
、
需

用
費
（
消
耗
品
費
や
光
熱
水
費
、
小
修
繕

費
等
）
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
、
備
品
購

入
費
な
ど
で
す
。 

  

大
磯
町
財
政
健
全
化

大
磯
町
財
政
健
全
化 

　
　
　
　
　
　
計
画

　
　
　
　
　
　
計
画
が
ま
と
ま
る 
大
磯
町
財
政
健
全
化

大
磯
町
財
政
健
全
化 

　
　
　
　
　
　
計
画

　
　
　
　
　
　
計
画
が
ま
と
ま
る 
大
磯
町
財
政
健
全
化 

　
　
　
　
　
　
計
画
が
ま
と
ま
る 

表１　一般会計決算の状況 

表２　歳入・歳出総額の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

歳
　
　
　
入 

歳
　
　
　
出 

区　　分 7年度 

5,446 

76 

812 

3,446 

9,780 

2,584 

388 

594 

2,563 

3,201 

9,330

5,511 

83 

916 

2,864 

9,374 

2,574 

426 

667 

2,116 

3,240 

9,023

5,859 

115 

416 

2,567 

8,957 

2,642 

464 

779 

1,371 

3,250 

8,506

5,700 

132 

921 

2,937 

9,690 

2,654 

487 

815 

1,857 

3,402 

9,215

5,623 

364 

546 

3,964 

10,497 

2,657 

501 

1,027 

1,470 

4,500 

10,155

5,302 

428 

514 

2,855 

9,099 

2,608 

246 

840 

1,674 

3,379 

8,747

5,446 

346 

1,005 

2,849 

9,646 

2,608 

267 

838 

1,983 

3,465 

9,161

5,397 

193 

769 

2,977 

9,336 

2,589 

279 

849 

1,716 

3,559 

8,992

5,108 

126 

893 

2,570 

8,697 

2,534 

513 

866 

842 

3,534 

8,289

4,970 

101 

629 

2,575 

8,275 

2,458 

561 

879 

537 

3,483 

7,918

8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 

町税（地方税） 

地方交付税 

地 方 債  

そ の 他  

合 計  

人 件 費  

扶 助 費  

公 債 費  

投資的経費 

そ の 他  

合　　　計 

11,000 

10,000 

9,000 

8,000 

7,000 

6,000

歳 入  
歳 出  

7年度 
9,780 
9,330

8年度 
9,374 
9,023

9年度 
8,957 
8,506

10年度 
9,690 
9,215

11年度 
10,497 
10,155

12年度 
9,099 
8,747

13年度 
9,646 
9,161

14年度 
9,336 
8,992

15年度 
8,697 
8,289

16年度 
8,275 
7,918

歳 入  

歳 出  
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◎
財
政
収
支
の
見
通
し 

 

　
こ
れ
ま
で
の
財
政
状
況
を
も
と
に
、

平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
一

般
会
計
に
お
け
る
財
政
収
支
見
通
し

を
試
算
し
た
結
果
が
表
３
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
試
算
は
平
成
17
年
度

当
初
予
算
を
基
準
と
し
て
一
定
の
条

件
を
設
定
し
、
今
後
行
政
改
革
等
の

特
別
な
対
策
を
行
わ
な
い
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
推
計
に
よ
る
と
、
歳
入
面
で

は
税
源
移
譲
や
税
制
改
正
等
に
よ
り

町
税
収
入
が
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す 

が
、
地
方
譲
与
税
※
５
等
が
減
額
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
町
債
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
（
赤
字
補
て
ん
債
）
制

度
の
終
了
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
人
件
費
が
職
員
の

若
返
り
が
進
む
た
め
減
少
し
ま
す
が
、

公
債
費
や
繰
出
金
が
大
幅
に
増
額
す

る
見
込
み
で
す
。 

 

　
こ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
の
収
支
は

平
成
18
年
度
か
ら
歳
入
は
減
少
傾
向
、

歳
出
は
増
え
続
け
、
累
積
赤
字
額
が

拡
大
し
、
町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
を

す
べ
て
取
り
崩
し
て
も
、
平
成
21
年

度
以
降
、
民
間
企
業
の
会
社
更
生
法 

適
用
に
相
当
す
る
「
財
政
再
建
団
体

※
６
」
に
陥
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。 

 

※
５
　
地
方
譲
与
税
と
は
、
本
来
地
方
税

を
課
す
べ
き
税
源
に
、
い
っ
た
ん
国
税
と

し
て
課
税
し
、
国
が
地
方
自
治
体
に
そ
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
譲
与
す
る
も
の
で
す
。

※
６
　
財
政
再
建
団
体
と
は
「
地
方
財
政

再
建
促
進
特
別
措
置
法
」
に
よ
っ
て
設
け

ら
れ
た
制
度
で
，
市
町
村
の
場
合
、
赤
字

比
率
が
財
政
規
模
の
20
％
を
超
え
た
場
合

に
該
当
と
な
り
ま
す
。
本
町
で
は
、
約
12

億
円
程
度
が
目
安
と
な
り
ま
す
。 

　
財
政
再
建
団
体
に
な
る
と
、
町
自
ら
が

再
建
計
画
を
立
案
す
る
「
自
主
再
建
方
式
」

か
、
地
方
議
会
の
議
決
と
総
務
大
臣
の
承

認
を
受
け
た
再
建
計
画
に
基
づ
い
て
予
算

編
成
が
実
施
さ
れ
、
財
政
建
て
直
し
を
行

う
「
準
用
再
建
方
式
」
の
ど
ち
ら
か
を
選

択
し
て
再
建
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
町
政
へ
の
国
の
関
与
が

強
ま
り
、
町
独
自
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
決
め
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
一

般
的
に
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
後
退

し
ま
す
。 

  

　

◎
財
政
健
全
化
計
画 

 

　
財
政
再
建
団
体
へ
の
転
落
を
避
け
、

自
立
し
た
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た

め
、
財
政
健
全
化
計
画
に
お
い
て
具

体
的
な
方
策
【
表
４
】
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

○
歳
入
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み 

 

Ａ 

町
税
収
入
等
の
確
保
【
目
標
額

　
一
億
五
千
万
円
（
５
ヵ
年
累
計
）
】 
 

　
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
、
ま
た
、

一
定
の
収
入
が
あ
り
な
が
ら
未
申
告

等
に
よ
り
課
税
さ
れ
な
か
っ
た
方
へ

の
課
税
を
強
化
し
ま
す
。 

 

Ｂ 

受
益
者
負
担
の
適
正
化
【
目
標

額
　
二
千
二
百
万
円
（
同
）
】 

 

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方

に
対
す
る
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
無
料
開
放

し
て
い
る
公
共
施
設
の
有
料
化
を
進

め
ま
す
。 

 

Ｃ 

財
産
の
処
分
【
目
標
額
　
六
億

八
千
万
円
（
同
）
】 

 

　
有
効
活
用
が
図
ら
れ
て
な
い
町
有

財
産
は
売
却
、
財
産
の
変
更
な
ど
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。 

 

Ｄ 

財
政
調
整
基
金
の
活
用
【
目
標

額
　
四
億
六
千
四
百
万
円
（
同
）
】 

 

　
以
上
の
計
画
を
進
め
て
も
し
ば
ら

く
は
歳
入
不
足
が
続
き
ま
す
の
で
、

財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
て
財
源
調

整
を
図
り
ま
す
。 

   

○
　
歳
出
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み 

 

Ａ 

人
件
費
の
抑
制
【
目
標
額
　
八

億
九
千
五
百
万
円
（
同
）
】 

　 　
予
算
に
対
す
る
人
件
費
の
割
合
は

一
般
会
計
予
算
額
の
30
％
以
上
を
占

め
て
お
り
、
財
政
運
営
上
大
き
な
ひ
っ

迫
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
職
員
給
与
に
つ
い
て

は
さ
ら
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
嘱
託
制
度
、
民
営
化
、

委
託
化
を
研
究
し
、
職
員
数
の
削
減

を
図
り
、
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
ま

す
。 

　
職
員
数
の
削
減
に
つ
い
て
は
事
務

処
理
の
合
理
化
や
民
間
委
託
を
進
め
、

施
設
の
統
廃
合
や
民
営
化
な
ど
を
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
総
職

員
数
の
10
％
の
削
減
を
目
標
と
し
ま

す
。 

 

Ｂ 

経
常
経
費
の
削
減
【
目
標
額
　

五
億
千
八
百
万
円
（
同
）
】 

 

　
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
事
務

事
業
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。 

 

Ｃ 

補
助
金
等
の
見
直
し
【
目
標
額

　
一
億
二
千
万
円
（
同
）
】 

 

　
新
た
に
設
置
し
た
補
助
金
等
交
付

基
準
に
基
づ
き
、
補
助
金
支
出
の
適

正
化
を
図
り
ま
す 

  

表３　財政収支の見通し （単位：百万円） 

注：本町は平成16年度より普通交付税の不交付団体となっており、ここで計上され 
　　ているのは、地方自治体の財政力とは関係なく災害復旧など特別な行政需要に 
　　対して交付される「特別交付税」のみです。 

歳 入 区 分  

町　　　　税 

地方譲与税等 

地方交付税（注） 

国県支出金 

町　　　　債 

そ　の　他 

歳 入 合 計① 

歳 出 区 分 

人　件　費 

扶　助　費  

公　債　費  

繰　出　金  

そ　の　他  

歳 出 合 計② 

差引収支（①－②） 

累 積 収 支 

18年度 

4,991 

676 

55 

567 

500 

441 

7,230

5,536 

458 

55 

567 

0 

441 

7,057

5,523 

458 

55 

567 

0 

441 

7,044

5,515 

458 

55 

567 

0 

441 

7,036

5,519 

458 

55 

567 

0 

441 

7,040

2,445 

579 

887 

1,264 

2,434 

7,609 

△ 379 

△ 379

2,494 

579 

943 

1,318 

2,434 

7,768 

△ 711 

△ 1,090

2,354 

579 

965 

1,373 

2,434 

7,705 

△ 661 

△ 1,751

2,337 

579 

976 

1,419 

2,434 

7,745 

△ 709 

△ 2,460

2,240 

579 

981 

1,475 

2,434 

7,709 

△ 669 

△ 3,129

19年度 20年度 21年度 22年度 

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 
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Ｄ 

公
共
施
設
の
管
理
運
営
の
見
直

し
【
目
標
額
　
三
億
千
二
百
万
円
（
同
）】 

 

　
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
や
委
託
・

民
営
化
を
推
進
し
、
効
率
的
な
施
設

運
営
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
町
立 

幼
稚
園
の
統
廃
合
や
町
立
保
育
園
の

民
営
化
を
検
討
し
ま
す
。 

  

　

◎
計
画
達
成
後
の
す
が
た 

 

　
こ
の
計
画
が
達
成
さ
れ
た
場
合
、

最
終
年
度
に
お
け
る
本
町
の
財
政
状

況
を
分
析
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。 

 

○
歳
入
面
で
は
三
位
一
体
改
革
や
徴

収
体
制
の
強
化
な
ど
に
よ
り
町
税
収

入
の
割
合
が
大
幅
に
増
加
し
、
赤
字

補
て
ん
の
た
め
の
町
債
発
行
が
な
く

な
り
ま
す
。 

○
歳
出
面
で
は
、
人
件
費
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
に
占
め

る
人
件
費
の
比
率
は
、
平
成
17
年
度

当
初
の
32
・
７
％
か
ら
27
・
５
％
と

５
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
改
善
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立

て
も
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 

　
ま
た
、
財
政
の
健
全
度
を
示
す
重

要
な
指
標
の
経
常
収
支
比
率
※
７
は
、

平
成
16
年
度
決
算
時
の
96
・
３
％
か

ら
約
85
・
７
％
へ
と
大
幅
に
改
善
さ

れ
、
赤
字
補
て
ん
債
の
借
入
抑
制
に

よ
り
町
債
の
元
金
残
高
も
削
減
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。
そ
し
て
、
自
主
財

源
比
率
※
８
が
平
成
17
年
度
当
初
の

73
・
８
％
か
ら
約
85
・
０
％
と
10
ポ

イ
ン
ト
以
上
も
上
昇
し
、
自
立
し
た

財
政
運
営
体
制
が
お
お
む
ね
確
立
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。 

 

※
７
　
経
常
収
支
比
率
　
人
件
費
や
扶
助

費
等
の
義
務
的
な
経
常
経
費
が
、
町
税
や

地
方
交
付
税
等
の
経
常
的
な
一
般
財
源
総

額
に
占
め
る
割
合
の
こ
と
で
す
。
地
方
自

治
体
の
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る

指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
、
こ
の
数
値
が
低

い
ほ
ど
弾
力
的
な
構
造
だ
と
い
え
ま
す
。 

※
８
　
自
主
財
源
比
率
　
町
税
や
使
用
料

等
、
地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
財
源
を
「
自
主
財
源
」
と 

い
い
、
国
県
支
出
金
や
地
方
交
付
税
等
の

よ
う
に
国
や
県
の
事
情
に
よ
り
左
右
さ
れ

る
財
源
を
「
依
存
財
源
」
と
言
い
ま
す
。

収
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源
の
比
率
を

表
し
た
も
の
が
自
主
財
源
比
率
で
す
。  

  

　
計
画
の
推
進
に
あ
た
り 

 

　
以
上
の
と
お
り
、
こ
の
計
画
は
町

政
の
全
般
に
わ
た
り
抜
本
的
な
見
直

し
を
図
る
大
変
厳
し
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
行
政
の
取
り
組
み
は
も
と
よ

り
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

財
政
課
　
　
内
線
２
１
５ 

                 

表４　財政健全化計画年次別計画 

実　施　項　目 

①歳入確保に向けた取り組み 

②歳出削減に向けた取り組み 

③計画額計（①＋②） 

④年次別目標額 

⑤実質収支（③－④） 

A 人件費の抑制 

D 公共施設管理運営見直し 

B 経常経費の削減 

A 町税収入の確保 

C 財産の処分 

D 財政調整基金繰入 

C 補助金等の見直し 

B 受益者負担の適正化 

年次別計画額 
18年度 

143

30

2

16

95

236

131

90

15

0

379

379

0

382

30

5

62

285

329

143

93

15

78

711

711

0

269

30

5

202

32

392

179

105

30

78

661

661

0

287

30

5

200

52

422

199

115

30

78

709

709

0

235

30

5

200

0

466

243

115

30

78

701

669

32

1,316

150

22

680

464

1,845

895

518

120

312

3,161

3,129

32

19年度 20年度 21年度 22年度 累 計 
主な取り組み内容 

・徴収強化の取り組み 
・課税客体補足の徹底　等 

・職員給与、管理職手当等削減 
・職員数の削減（29人純減） 
・特別職等の人数、報酬見直し　等 

・各種施設等維持管理費の削減 
・一般廃棄物処理費の削減 
・委託業務等仕様の見直し 
・町史編さん業務の終了 
・事務事業の広域化の推進 
・特別会計繰出金の抑制 
・各種イベントの見直し　等 

・未利用財産等の処分 

・財源調整のための基金繰入 

・補助金・交付金・負担金の見直し 

・使用料、手数料の定期的見直し 
・減免規定の見直し 
・新たな使用料、手数料の創設 
・受益者負担の見直し　等 

・町立幼稚園の統合 
・町立保育園の民営化 
・福祉施設、社会教育施設、公園等 
　の委託・指定管理者導入　等 

（単位：百万円） 
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本
町
の
補
助
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
10
月
に
町
長
の
諮
問
機
関

で
あ
る
行
政
改
革
推
進
委
員
会
よ
り

提
出
さ
れ
た
「
団
体
補
助
金
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て
」
の
答
申
を
受
け
、

見
直
し
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
見
直
し
基
準
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

  

一・
補
助
金
の
現
状
と
課
題 

 

　
町
で
は
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
を
目
指
し
て
財
政
健
全
化
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
行

財
政
の
全
般
に
わ
た
り
抜
本
的
な
構

造
改
革
を
要
す
る
厳
し
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
も
、
①
補

助
の
長
期
化
に
よ
る
既
得
権
化
で
公

平
性
が
失
わ
れ
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
応
じ
た
見
直
し
が
図
り
に
く
い
②

交
付
さ
れ
る
団
体
等
の
自
立
化
を
阻

害
し
て
い
る
③
事
業
効
果
の
検
証
が

あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
、
等
の
弊

害
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
新
た
に
補
助
金
等
の
見
直

し
基
準
を
定
め
、
補
助
事
業
の
適
正 

化
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

     

二
・
補
助
金
交
付
の
見
直
し
方
法 

 （
一
）　
補
助
金
交
付
基
準
の
設
置 

　
既
存
の
補
助
事
業
は
原
則
廃
止
と

し
、
社
会
需
要
や
公
益
性
を
重
視
し

た
新
た
な
補
助
金
交
付
基
準
を
創
設

し
、
対
象
事
業
や
対
象
経
費
を
明
確

に
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
原
則
と
し
て
補
助
期
間
の

終
期
を
３
年
と
設
定
し
ま
す
。
さ
ら 

に
、
公
平
性
を
確
保
し
て
活
動
意
欲

の
あ
る
団
体
等
の
育
成
を
図
る
た
め
、

法
令
等
で
定
め
の
あ
る
も
の
や
町
長

が
特
に
必
要
と
認
め
る
も
の
を
除
き
、

原
則
と
し
て
補
助
事
業
は
公
募
に
よ

る
も
の
と
し
ま
す
。
【
別
表
１
】 

 （
二
）　
補
助
対
象
事
業
区
分
の
設
置 

　
補
助
の
対
象
と
な
る
具
体
的
な
事

業
区
分
を
設
定
し
ま
す
。
【
別
表
２
】 

 （
三
）　
補
助
金
査
定
基
準
の
設
置 

　
事
業
に
よ
り
３
年
を
超
え
て
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
補
助

期
間
の
終
了
時
点
で
査
定
基
準
に
基 

づ
き
、
事
業
継
続
や
廃
止
の
判
定
を

適
用
し
ま
す
。 

 （
四
）　
手
続
き
の
明
確
化 

　
公
募
を
す
る
補
助
事
業
は
広
報
等

で
お
知
ら
せ
し
、
事
業
の
採
択
は
別

に
設
置
す
る
審
査
会
に
よ
り
決
定
の

う
え
公
表
し
ま
す
。 

 （
五
）　
指
導
監
査
体
制
の
強
化 

　
補
助
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
、
必
要

に
応
じ
て
指
導
監
査
を
実
施
し
ま
す
。 

  

三
・
交
付
金 

　
交
付
金
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行

い
ま
す
。 

  

　
補
助
事
業
の
公
募
に
つ
い
て 

 

　
来
年
度
の
補
助
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
10
月
号
の
広
報
で
具
体
的
な
募

集
要
領
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
現
在
補
助
を
受
け
て
い
る

団
体
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
所
管

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
財
政
課
　
　
内
線
２
１
５ 

　事 業 区 分 　　　　　　　　　主　な　項　目 

１　安全対策事業 防災、防犯、交通安全、消費生活　等 

２　福祉対策事業 子育て支援、高齢者福祉、障害者福祉、地域福祉　等 

３　健康づくり事業 保健、医療　等 

４　交流対策事業 コミュニティ活動、市民活動、情報化　等 

５　自然環境事業 自然保護、環境保全、環境美化　等 

６　生涯学習事業 生涯学習、人権、男女共同参画　等 

７　文化スポーツ活動事業 文化活動、文化財保全、スポーツ・レクリエーション　等 

８　まちづくり事業　 まちづくり、景観形成、生活交通　等 

９　地域活性化事業 産業振興、観光振興　等 

10 次世代育成事業 青少年健全育成、学校教育、幼児教育　等 

補助対象事業区分 別表２ 

補助金交付基準 別表１ 

項　　目 区分 内　　　　　容 

　公益性/ 
　公平性 

①町行政の範囲内と認められ、公益上必要性が高く、その効
果が広く町民に及び、特定の個人や団体のみの利益に供
することがないもの。 

３　補助期間 ①町単独補助事業は３年以内を原則とする。 
②法令や国県制度に基づくものは、制度の終了に伴い終了
する。 

　社会的 
　需要度 

①総合計画等により町の重要課題として位置づけられ、行
政の支援により事業推進を図ることが妥当であると認めら
れるもの。 
②補助金交付による事業効果が認められること。 

　公正性 

①当該団体等の運営、会計及び補助金の使途が適切であ
ること。 

・帳簿類が整備され、会計監査が正しく行われていること。 
・公共の福祉に反する活動等のおそれがないこと。 
②当該事業内容が団体等の設置趣旨と合致していること。 
③事業目的、計画、実施体制が明確化されていること。 

　補助対象
から除外
する経費 

①団体等の運営経費で、設立後３年を経過しているもの。 
②以下に係る経費 
・飲食費　・交際費　・慶弔費　・懇親を主な目的とする経費 
・県外への研修経費（町長が特に必要と認めたものは除く） 
・積立金　・備品購入費（町長が特に必要と認めたものは除
く） 

・その他、公費により補助すべき範囲を超えていると認められ
るもの。 

　補助率、
補助単価 

１
　
基
本
的
事
項
等 

２
　
対
象
経
費
・
補
助
率
等 

①補助金の補助率は、原則として対象経費の1/2以内と
する。 
②上記にかかわらず、当該事業の公益性が極めて高く、町長
が特に必要と認める場合や、法令又は国県制度によるも
のはこの限りではない。また、具体的な補助額は町の財政
状況を勘案し、年度毎に予算の範囲内で定める。 

   
町
補
助
金
制
度

町
補
助
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

    
町
補
助
金
制
度

町
補
助
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

    
町
補
助
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

 

平
成
１８
年
度
よ
り 
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保

険
証
）が
10
月
１
日
か
ら
新
し
く
な

り
ま
す
。 

　
現
在
の
保
険
証
は
世
帯
ご
と
に
１

枚
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
被
保
険
者

の
利
便
性
を
考
え
、
新
し
く
１
人
１

枚
の
カ
ー
ド
様
式
に
変
わ
り
ま
す
。 

　
カ
ー
ド
様
式
の
保
険
証
に
な
る
と

こ
ん
な
に
便
利
で
す
。 

○
家
族
が
同
時
に
違
う
医
療
機
関
に

か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
各
自
が
旅
行
先
、
勤
務
先
な
ど
に

保
険
証
を
持
っ
て
行
け
ま
す
。 

○
銀
行
の
カ
ー
ド
な
ど
と
同
じ
サ
イ

ズ
な
の
で
、
い
つ
で
も
持
ち
歩
け

ま
す
。 

 

保
険
証
は 

９
月
下
旬
に
郵
送 

　 　
新
し
い
保
険
証
は
９
月
下
旬
に
国

保
加
入
の
各
家
庭
に
配
達
記
録
で
郵

送
し
ま
す
。
保
険
証
が
届
い
た
ら
、

住
所
・
氏
名
な
ど
記
載
内
容
を
確
認

し
て
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
10
月
以
降

に
、
町
民
課
ま
た
は
国
府
支
所
に
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
も
し
、
国
保
世
帯
で
保
険
証
が
届

か
な
か
っ
た
場
合
は
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納

が
あ
る
世
帯
に
は
、
短
期
証
が
交
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

保
険
証
の
再
発
行
に
は 

身
分
を
証
明
す
る
も
の 

が
必
要
に
な
り
ま
す
！ 

 

　
保
険
証
の
カ
ー
ド
化
に
伴
い
、
サ

イ
ズ
が
小
さ
く
な
り
ま
す
の
で
、
紛

失
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
も
し
、
紛
失
な
ど
で
再
発
行
を
行

う
場
合
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身

分
を
証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
。

窓
口
に
持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
郵
送（
配

達
記
録
）で
交
付
い
た
し
ま
す
。 

こ
ん
な
と
き
は 

国
保
の
届
出
を
！ 

 

　
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
時
や

辞
め
た
時
な
ど
に
は
、
国
保
の
喪
失

や
加
入
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
本
人
ま
た
は
家
族
の
方
が

14
日
以
内
に
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 

 

▼
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
… 

○
保
険
証
が
な
い
た
め
、
医
療
費
が

全
額
自
己
負
担
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。 

○
資
格
取
得
日
ま
で
遡
っ
て
、
保
険

税
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

▼
喪
失
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
… 

○
資
格
が
な
く
な
っ
た
後
で
国
保
の

保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た

場
合
、
国
保
負
担
分
の
医
療
費
を

返
却
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

○
新
た
に
加
入
し
た
会
社
の
健
康
保

険
料
と
国
保
税
、
両
方
の
保
険
料

（
税
）を
二
重
で
納
め
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
課
　
　
内
線
２
７
４ 

※窓口で、保険証を交付するときは運転免許証等で本人確認を 
　しています。提示がない場合は、配達記録で郵送します。 

転入したとき 

転出するとき 

死亡したとき 

子どもが生まれた　
とき 

職場の健康保険を　
やめたとき 

職場の健康保険に　
入ったとき 

住所・世帯主・氏名
が変わったとき 
保険証をなくした　
とき 
退職者医療制度に 
該当したとき 
退職者医療制度に該
当しなくなったとき 

印鑑 
国民健康保険証（一部転入のとき） 

印鑑 
国民健康保険証 

印鑑 
国民健康保険証 

印鑑、国民健康保険証 
母子手帳 

印鑑 
健康保険の資格喪失証明書等 

印鑑、国民健康保険証と職場の健
康保険証 

印鑑 
国民健康保険証 

身分を証明するもの、印鑑 

印鑑、年金証書 
国民健康保険証 

印鑑、国民健康保険証 

こんなとき 手続きに必要なもの 

入
る
と
き 

や
め
る
と
き 

そ
　
の
　
他 

保険証（見本） 

※保険証の色はあさぎ色 
　（うすいグリーン）です。 
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　現在、介護保険施設に入所している方の居住費と食事代の一部は介護保険の給付対象と
なっていますが、在宅でサービスを利用している方は全額自己負担となっています。 
　そこで、施設に入所している方にも居住費と食事代の全額を負担してもらい、利用者間
の負担が公平になるように介護保険法が見直されました。 

 

所
得
の
低
い
方
は
、 

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

対
象
と
な
る
方
は
・
・
・ 

①
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方
な
ど 

②
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
課
税
年

金
収
入
と
合
計
所
得
金
額
を
あ
わ
せ

た
額
が
80
万
円
以
下
の
方
な
ど 

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
②
以
外

の
方
な
ど 

 

　
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
」「
介
護
老
人

保
健
施
設
」「
介
護
療
養
型
医
療
施
設
」

に
入
所
し
て
い
る
対
象
者
は
、
施
設
利

用
が
困
難
に
な
ら
な
い
よ
う
に
自
己
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
自
己
負
担
の
限

度
額
を
超
え
た
分
は
、
特
定
入
所
者
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
介
護
保
険
か
ら

支
払
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
己
負
担
の
限
度
額
は
認
定
後
に
送
ら

れ
る
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
に

記
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

９
月
１
日
受
付
開
始
。 

　
対
象
と
な
る
方
が
「
特
定
入
所
者
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
給
付
を
受
け
る
場

合
は
申
請
が
必
要
で
す
。 

　
申
請
は
本
人
の
ほ
か
、
家
族
で
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・
介
護
保
険

施
設
で
も
申
請
の
代
行
を
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課 

　
　
内
線
３
１
４
〜
３
１
６ 

１０月から介護保険施設の利用者負担が変わります １０月から介護保険施設の利用者負担が変わります １０月から介護保険施設の利用者負担が変わります 

※１ 実際に施設サービスを利用するときの利用料は施設との契約により異なります。 
※２ 栄養管理費については、引き続き保険給付の対象となります。　 
※３ デイサービス、デイケアは食事代のみ自己負担となります。　 
 

対象となる施設とサービス 
・介護老人福祉施設 

・介護老人保健施設 

・介護療養型医療施設 

・短期入所生活介護 
　（ショートステイ） 

・短期入所療養介護 
　（医療型ショートステイ） 

・通所介護（デイサービス） 

・通所リハビリテーション 
　（デイケア）　 

どのように変わったの・・・ 

新たに負担増となる分 

今までは、 

これからは、 

利用料の 
１割 ※1

日常生活費 食事代の 
一部 

利用料の 
１割 

日常生活費 食事代の全額 ※2 居住費の全額 ※3

成人歯科検診医療機関一覧表 

有近歯科医院 

今井歯科医院 

加藤歯科診療所 

熊坂歯科医院 

郷土歯科医院 

コクフ歯科ｸﾘﾆｯｸ 

こだま歯科ｸﾘﾆｯｸ 

小林歯科医院 

並木歯科医院 

藤山歯科医院 

松本歯科医院 

簑島歯科医院 

大磯１０６２ 

高麗２－１０－３０ 

国府本郷５２８－１ 

東町１－６－１６ 

大磯９９９ 

月京３－２５ 

西小磯２５３－４０ 

国府新宿１６２ 

大磯１６６８ 

月京２３－１０ 

西小磯１６２ 

国府新宿４０２ 

６１－６０６０ 

６１－０１９０ 

６１－３３２７ 

６１－１１０１ 

６１－０６４８ 

７１－８００９ 

６０－２１１１ 

７１－０５７３ 

６１－５１５５ 

７３－４８９９ 

６１－７７５０ 

７２－２８１４ 

名　　　称 住　　所 電話番号 

　
実
施
期
間
が
残
り
３
ヵ
月
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
歯

の
状
態
を
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

電
子
申
請
も
可
能
で
す
の
で
、
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
実
施
期
間
　
11
月
30
日（
水
）ま
で 

▼
実
施
場
所
　
町
内
指
定
歯
科
医
療

機
関（
別
表
参
照
） 

▼
対
象
　
平
成
17
年
度
中（
平
成
18

年
３
月
31
日
ま
で
）に
40
歳
・
50

歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
方 

※
た
だ
し
治
療
中
の
方
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。 

▼
受
診
方
法
　
電
話
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
窓
口
、
電
子
申
請
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
、
案

内
と
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。
希

望
す
る
指
定
医
療
機
関
に
事
前
予

約
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
電
子
申
請
の
ペ
ー
ジ 

http://shinsei-p.e-kanagaw
a.lg.jp/ 

soudan/htm
l/kanagaw

a_top.htm
l 

▼
費
用
　
５
０
０
円（
た
だ
し
生
活

保
護
法
に
よ
る
被
生
活
保
護
世
帯

に
属
す
る
方
は
無
料
） 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
　
内
線
３
０
９ 

成人歯科検診は 
お済みですか？ 



　
９
月
９
日（
金
）、
滄
浪
閣
バ
ン
ケ
ッ

ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
75
歳
以
上（
昭

和
５
年
９
月
２
日
以
前
生
ま
れ
）の

方
々
を
招
き
、
開
催
し
ま
す
。 

　
当
日
は
、
式
典
の
ほ
か
演
芸
と
し

て
、
国
府
保
育
園
児
に
よ
る
歌
、
お

お
い
そ
骨
太
体
操
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
「
骨
太
体
操
」
、
民
謡
歌
手
丹

山
範
雄
さ
ん
、
小
野
寺
範
里
さ
ん
に

よ
る
唄
、
三
味
線
が
あ
り
ま
す
。 

　
招
待
者
に
は
、
８
月
下
旬
に
案
内

状
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
も
し
お
手

元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
今
年
の
対
象
者
は
３，

３

５
４
人（
男
１，

２
５
５
人
、
女
２，

０
９
９
人
）で
、
95
歳
以
上
に
な
る

方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。 

 

能
條
　
　
　
　
　
大
友
　
て
る 

石
井
　
チ
ヨ
　
　
宮
代
　
マ
サ 

木
内
　
ミ
ヱ
　
　
小
島
　
シ
ヅ 

加
藤
　
康
藏
　
　
塩
見
　
松
子 

串
橋
　
け
ふ
　
　
杉
山
　
キ
ミ 

山
田
チ
ヨ
ノ
　
　
杉
田
　
志
津 

吉
田
　
ね
子
　
　
田
口
　
フ
ジ 

戸
塚
　
フ
ジ
　
　
　
田
　
ス
ヱ 

平
塚
　
豐
子
　
　
杉
谷
　
キ
ク 

永
樂
　
ひ
ろ
　
　
飯
田
　
　
義 

杉
　
　
タ
キ
　
　
小
島
　
キ
ヨ 

　
野
　
　
薫
　
　
小
島
　
イ
チ 

仲
出
川
イ
ネ
　
　
守
屋
　
タ
ミ 

武
村
　
あ
き
　
　
松
下
　
ト
ミ 

中
村
　
サ
ダ
　
　
福
岡
　
フ
ジ 

田
川
　
ト
ラ
　
　
胡
桃
　
周
子 

本
多
ハ
ツ
ネ
　
　
岩
　
　
保
道 

鈴
木
よ
し
ゑ
　
　
長
澤
　
　
清 

田
中
　
豊
子
　
　
笹
沼
　
秀
夫 

戸
塚
　
モ
ト
　
　
長
谷
川
ク
ラ 

一
石
　
リ
ヨ
　
　
山
川
　
サ
キ 

安
部
川
マ
リ
　
　
柏
木
　
文
子 

長
谷
川
敏
子
　
　
原
田
　
林
藏 

才
津
　
カ
子
　
　
　
川
　
チ
ヱ 

後
藤
　
要
　
　
　
内
藤
　
　
文 

村
尾
　
し
づ
　
　
杉
野
　
幸
江 

志
澤
　
一
治
　
　
小
幡
　
　
孝 

野
原
　
六
郎
　
　
鈴
木
　
ユ
キ 

小
幡
　
ト
ミ
　
　
　
壁
　
ツ
ヤ 

山
本
　
ゑ
つ
　
　
舘
上
　
　
睦 

中
川
　
清
子
　
　
岡
田
　
絢
子 

中
丸
　
シ
ズ
　
　
近
藤
　
キ
ク 

今
井
　
七
郎
　
　
後
藤
　
直
人 

住
友
　
イ
ト
　
　
野
寄
　
素
弘 

杉
崎
　
菊
枝
　
　
神
谷
　
は
ま 

　
橋
　
智
左
　
　
富
永
　
江
津 

片
野
　
ハ
マ 

（
敬
称
略
、
順
不
同
８
月
12
日
現
在
） 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
　
内
線
３
１
５ 

　
町
で
は
、
長
寿
を
祝
う
節
目
の
年

齢
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
、
敬
老
祝
品

と
し
て
町
内
の
店
舗
で
利
用
で
き
る

商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。 

　
贈
呈
の
対
象
と
な
る
方
は
下
表
の

と
お
り
で
、
９
月
中
に
地
域
の
民
生

委
員
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。 

　
な
お
、

商
品
券
を

利
用
で
き

る
店
舗
の

一
覧
表
は

商
品
券
と

同
封
い
た

し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
　
内
線
３
１
５ 

対象者 

１００歳以上 

生 年 月 日  

明治３８年９月２日以前生まれ 

商品券 

５０,０００円相当 

７７歳（喜寿） 

８０歳（傘寿） 

８８歳（米寿） 

９９歳（白寿） 

昭和２年９月３日～ 
昭和３年９月２日生まれ 

大正１３年９月３日～ 
大正１４年９月２日生まれ 

大正５年９月３日～ 
大正６年９月２日生まれ 

明治３８年９月３日～ 
明治３９年９月２日生まれ 

１２.０００円相当 

１５.０００円相当 

２０.０００円相当 

３０.０００円相当 

▲昨年の敬老会 

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を 
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を 

自
転
車
に
乗
る
と
き
の
注
意
事
項 

123

45

　
最
近
、
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故

が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
自
転
車
は
、
高
齢
者
の
方
で
も
気

軽
に
乗
れ
る
便
利
な
乗
り
物
で
、
利

用
し
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。 

　
し
か
し
、高
齢
者
は
加
齢
と
と
も
に

平
衡
感
覚
が
低
下
し
、転
倒
に
よ
る
事

故
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、安
全
な

運
転
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

   

走
り
慣
れ
た
道
路
で
も
油
断
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
乗
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

道
路
の
左
側
を
走
行
し
、
自
転

車
道
の
あ
る
道
路
で
は
自
転
車

道
を
走
行
し
ま
し
ょ
う
。 

歩
道
を
走
行
す
る
と
き
は
、
歩

行
者
を
優
先
し
ま
し
ょ
う
。 

「
止
ま
れ
」の
標
識
の
あ
る
交
差

点
や
、見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で

は
必
ず
一
時
停
止
を
し
ま
し
ょ
う
。 

大
型
車
の
横
は
死
角
に
な
り
、

巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
走
行
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

夜
間
は
明
る
い
色
の
服
装
で
、

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
６
６ 

　
大
磯
警
察
署
　
　（
72
）０
１
１
０ 

67

10

見本 

商品券 
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P

P

P

大磯運動公園 

城山 
トンネル 

馬場老人 
憩の家 

馬場公園 

平塚学園 
 湘南研修 
  センター 

大磯署 

本郷橋 

葛川 

大磯ロングビーチ 

旧吉田邸 

西小磯西 
老人憩の家 

国道１
号 

西湘バ
イパス

 

大磯城山公園 

郷土資料館 

JA

不動川 

「城の下」 
バス停 

八坂 
神社 

JR

血
洗
川 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

野球場 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

▼シャトルバス運行時間 

出発時間（　　　） 出発場所 

大磯小学校正門・ 

運動公園南側駐車場 

９　：１５～１３：００ １５分間隔 

３０分間隔 １３：１５～１５：４５ 

～みんなで楽しくスポーツを体験してみよう！　　　　　　 
　　　　　　　自分に合ったスポーツ、見つかるかも！～ 

 
　　 

～みんなで楽しくスポーツを体験してみよう！　　　　　　 
　　　　　　　自分に合ったスポーツ、見つかるかも！～ 

☆運動公園でスポーツをやったり見たり、休んだり、歩いたり、ねたり、 
おどったり、しゃべったりして、１日ゆっくり遊びませんか？　　　 

　と　き　　10月2日（日）10：00～15：00　9：30開場＜荒天中止＞ 
　ところ　　大磯運動公園 

　対　象　　どなたでも好きな時間に自由に参加できます。 

　持ち物　　運動できる服装で。 

　交　通　　運動公園北側、南側の駐車場が使えますが、台数に限りがありますので、徒歩等で来

　　　　　　場してください。また、大磯小学校、平塚学園湘南研修センターに臨時駐車場を設け

　　　　　　ます。なお、大磯小学

　　　　　　校からは無料シャトル

　　　　　　バスを運行します。 

　チャレンジラリー（P14参照） 

　　　　　　全部で18種類あるス

　　　　　　ポーツにチャレンジし

　　　　　　て、各種目のスタンプを集めましょう。 

　　　　　　いくつの種目にチャレンジできるかな？　　◎問い合わせ　生涯学習課　　内線３２４  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

＝会場図＝ 

＝案内図＝ 

N

北駐車場 

南駐車場 

多目的広場 

野球場 

管理棟 

調整池 

城山トンネル 

テニス 
コート 

壁打コート 

ストレッチ 
広場 

3on3 
バスケット 
コート 

そり 
ゲレンデ 

町道幹線16号 

ランニング 
コース 

ランニング 
コース 

P

N

P

両出発場所 
とも 



サッカー 
ナイン 

100m走　　　　50m走 

カルチャーエリア 

バスケットボール バスケットボール 

ソ
リ
ゲ
レ
ン
デ 

バランス 息止め 

フワフワ 
ステージ 

テニス
教室 

卓球ゲー
ム 

テニス
教室 

卓球ゲー
ム 

サーブエ
リア 

ストローク
エリア 

サーブエ
リア 

ストローク
エリア 

飲食出店エリア 

　　芝生・休憩エリア 
本部 

管理棟 

ストップ 
ザウルス 

ガール 
スカウト 

フライング 
ディスク 

サッカー 
教　室教　室 
サッカー 
教　室 

バレー 
ボール 
エリア 

ヘルス 
エリア 

サッカー 
ドリブル 

サッカー 
リフティング 

砂場 

ストレッチ広場 

グラウンドゴルフ 

遠投エリア 

吹き矢 

ソフトボールエリア ベースランニング 

芝
生
・
休
憩
エ
リ
ア 

ストライクナイン ストライクナイン 

スピードガン 

13 12

テニスコート 
★テニス教室 
★サーブ競技 
★ストローク競技 
★卓球ゲーム 

バスケットコート・ストレッチ広場 
★バスケットボールゴール競技 
★ストレッチ広場 

☆なるべく徒歩で来てね♪ 
☆シャトルバス巡回 
　大磯小⇔運動公園 

管理棟前ひろば（レストエリア） 
★飲食出店エリア 
休憩やお食事はこちらでどうぞ。 

多目的グラウンド 
（メインステージ） 
★開会セレモニー 
★骨太体操 
★武道の演武 
★なかよし体操 
★マーチングバンド演奏 
★ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ協会踊り 
★フォークダンス 
★３Ｂ体操 
★閉会セレモニー 

多目的グラウンド（南） 
★湘南ベルマーレのサッカー 
教室 

多目的グラウンド（東） 
★サッカーナイン 
★サッカーリフティング競技 
★サッカードリブル競技 
★５０、１００メートル走 

多目的グラウンド（北） 
★フワフワ（エアートランポリン） 
★ガールスカウトによる年少者 
向けレクリェーション 

多目的グラウンド（中央） 
★ストップザウルス 
★バランス競技 
★息止め競技 
★フライングディスク競技 
★バレーボールエリア 

多目的グラウンド（東） 
★ネイチャーゲーム 
★竹馬 

わしはどの種目 
にチャレンジし 
ようかな・・・。 

ソリゲレンデ 
★ソリ競技 

野球場（ライト） 
★グラウンドゴルフ 
★吹き矢 

野球場（センター） 
★遠投競技 

野球場（レフト） 
★湘南ベルマーレのソフトボール 
教室 
ベルマーレ選手がストライクナイ 
ン、スピードガンに挑戦！？ 

野球場（３塁側） 
★スピードガン競技 

野球場（バックネット） 
★ストライクナイン 

野球場（ダイヤモンド） 
★ベースランニング競技 

☆荒天の場合は中止 
☆入場料無料！ 
　どなたでも参加ＯＫ！ 

～当日はこのページを抜き取ってお持ちください～ 

☆問い合わせ☆  
大磯町教育委員会生涯学習課  

０４６３－６１－４１００ 

みんなでお散歩♪ 

芝生でちょっと 
一休み ｚ ｚ ｚ ・・・。 

あのオリンピックに出 
場した☆安藤選手☆ 
もいるよ！！ 

多目的グラウンド（北） 
★体脂肪等測定 
★保健相談 
★体力テスト 
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内　容 
ボールを蹴って的をいくつ落とせるか記録する 
リフティングが何回できたかを記録する 
ドリブルのコースを作り何秒でクリアできたか
を記録する 
決められた数のボールを何回入れられたかを記
録する 
５０・１００メートルを何秒で走れるかを記録する 
不安定な仕掛けの上に何秒間いられるかを記録
する 
水に顔を付けてどのくらい我慢できるか記録す
る 
タイミングを計ってマークに着地できるかを記
録する 
フライングディスクを何枚的に入れられるかを
記録する 
ボールをどのくらいのスピードで投げられるか
を記録する 
ボールを投げて的をどのくらい落とせるか記録
する 
ボールをどのくらい遠くに投げられるかを記録
する 
ダイヤモンド一周をどのくらいで走れるかを記
録する 
吹き矢の矢を的に何回当てられるかを記録する 
グラウンドゴルフのコースを何打で回れたか記
録する 
何本サーブを入れられるかを記録する 
コーチの打ったボールを何本返せるか記録する 
マシーンと何本ラリーができるか記録する 

種　目 
サッカーナイン 
サッカーリフティング競技 
 
サッカードリブル競技 

 
バスケットゴール競技 

５０・１００メートル走 
 
バランス競技 

 
息止め競技 

 
ストップザウルス 

 
フライングディスク 

 
スピードガン競技 

 
ストライクナイン

 
 
遠投競技

 
 
ベースランニング競技 

吹き矢競技 
 
グラウンドゴルフ

 
サーブ競技 
ストローク競技 
卓球ゲーム 

場　所 
 
 
 
 
 
 

多目的 
グラウンド

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野 球 場  
 
 
 
 
 

テ ニ ス
コート 
 

場　所 
多目的グラウンド 
（メインステージ） 
多目的グラウンド 
（メインステージ） 
多目的グラウンド、テニ
スコート、野球場 
テニスコート 
多目的グラウンド 
野球場 
多目的グラウンド 
（メインステージ） 
多目的グラウンド 
（メインステージ） 
多目的グラウンド 
（メインステージ） 
多目的グラウンド 
（メインステージ） 
多目的グラウンド 
（メインステージ） 
多目的グラウンド 
（メインステージ） 
多目的グラウンド 
（メインステージ） 
多目的グラウンド 
（メインステージ） 

備　考 
 
開会宣言

 
 
 
 
～15:00 

～12:30 
～12:00 
～12:00 
 
空手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
閉会宣言 

種　目 
 
開会式セレモニー 

 
骨太体操

 
チャレンジラリー種目 
スタート 
テニス教室 
湘南ベルマーレによるサッカー教室 
湘南ベルマーレによるｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ教室 
 
武道の演武 

 
太極拳の演武 

 
なかよし体操 

 
マーチングバンド演奏 

 
レクリェーション協会踊り 

 
フォークダンス 

３Ｂ体操（ボール・ベル・ベルターの
３つの用具を使う健康体操） 
 
閉会セレモニー 

時　間 
 
1 0 : 0 0  

 
1 0 : 1 0  

 
1 0 : 2 0  

 
 
 
 
1 0 : 3 0  

 
1 0 : 4 5  

 
1 1 : 1 5

 
 
1 1 : 4 5

 
 
1 3 : 0 0

 
 
1 3 : 3 0

 
 
1 3 : 4 5

 
 
1 5 : 0 0
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毎
年
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

で
す
。
地
震
に
備
え
、
家
庭
や
地
域

で
も
う
一
度
、
地
震
対
策
に
つ
い
て

考
え
、
日
頃
か
ら
準
備
・
点
検
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
災
害
時
は
す
ぐ
に
救
助
や

救
援
が
来
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
最

低
で
も
３
日
間
は
自
力
で
生
活
で
き

る
だ
け
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

 

身
の
安
全
を
守
る 

　
地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
あ
わ
て

ず
に
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。 

・
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
入
る
。 

・
座
布
団
な
ど
で
頭
を
守
る
。 

・
冷
蔵
庫
、
ピ
ア
ノ
、
食
器
棚
、
タ

　
ン
ス
、
本
棚
等
か
ら
離
れ
る
。 

・
乳
幼
児
や
高
齢
者
の
安
全
を
守
る
。 

 

出
口
の
確
保 

　
玄
関
ド
ア
な
ど
は
、
揺
れ
で
開
か

な
く
な
り
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
扉
や
窓
を
開
け
ま
し
ょ

う
。 
 

火
災
の
防
止 

　
ス
ト
ー
ブ
、
風
呂
な
ど
使
っ
て
い

る
す
べ
て
の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

タ
バ
コ
や
線
香
な
ど
の
小
さ
な
火
も

忘
れ
ず
に
消
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

い
き
な
り
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
と

き
は
、
む
や
み
に
動
く
と
危
険
で
す

の
で
、
あ
る
程
度
揺
れ
が
お
さ
ま
っ

て
か
ら
消
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ア
イ
ロ
ン
な
ど

電
化
製
品
に
よ
る
火
災
や
漏
電
に
よ

る
火
災
が
多
く
起
き
て
い
ま
す
。
避

難
す
る
と
き
は
、
必
ず
電
気
の
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
り
ま
し
ょ
う
。 

 

出
火
を
発
見
し
た
ら 

　
も
し
、
火
災
を
発
見
し
た
と
き
は
、

「
火
事
だ
！
」
な
ど
と
、
大
き
な
声

で
叫
び
他
の
人
に
知
ら
せ
、
必
ず
１

１
９
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
消
火
活
動
は
初
期
消
火
が

重
要
で
す
か
ら
、
通
報
後
す
ぐ
に
、

消
火
器
や
バ
ケ
ツ
等
で
初
期
消
火
を

し
ま
し
ょ
う
。 

 

津
波
に
注
意 

　
地
震
が
起
き
た
ら
次
に
来
る
の
は

津
波
で
す
。
海
岸
や
海
岸
付
近
に
い

る
と
き
に
大
き
な
揺
れ
や
、
小
さ
く

て
も
長
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
ま
ず
は

高
台
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
津
波
が
来
る
の
は
一
回
だ

け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
津
波
警
報
や

注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
海
岸

に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

防
災
会
議
を
開
こ
う 

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震

に
備
え
て
日
頃
か
ら
家
族
で
役
割
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

　
ま
た
、
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ

た
と
き
の
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
に

つ
い
て
も
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
は
連
絡
手
段
と
し
て
有
効
で
す
の

で
ぜ
ひ
活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う 

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
あ
わ
て
ず

行
動
す
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の

訓
練
が
効
果
的
で
す
。
地
域
で
行
わ

れ
る
防
災
訓
練
に
は
率
先
し
て
参
加

し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
参
加
を
し
た
ら
、
見
学
者

に
な
ら
ず
に
進
ん
で
体
験
し
て
み
ま

し
ょ
う
。 

        

◎
問
い
合
わ
せ 

　
防
災
対
策
担
当
　
　
内
線
２
４
１ 

　
大
災
害
の
と
き
は
、
電
話
で
の

通
話
が
非
常
に
困
難
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

利
用
方
法 

　
「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、

利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
し
た
が
っ
て

録
音
再
生
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
を
ダ
イ
ヤ
ル 

   

録
音
の
場
合
は 

 

再
生
の
場
合
は 

   

被
災
地
内
の
電
話
番
号
を
市
外
局

番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル 

 
◎
問
い
合
わ
せ
　
防
災
対
策
担
当 

　
　
内
線
２
４
１ 

　
消
防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
お
い
て
普
段
は
本
来
の
仕
事
に
就

き
な
が
ら
、
火
災
を
は
じ
め
と
す
る

災
害
出
動
の
ほ
か
に
、
風
水
害
時
の

海
や
河
川
に
お
け
る
警
戒
業
務
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
行
い
ま
す
。 

　
消
防
団
は
、
住
民
の
安
全
確
保
に

努
め
、
地
域
に
密
着
し
た
警
防
活
動
、

防
災
啓
発
活
動
等
に
幅
広
い
分
野
で

活
躍
し
て
お
り
、
地
域
社
会
に
お
け

る
消
防
防
災
の
中
核
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
消
防
団
の
活
動
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

               

◎
問
い
合
わ
せ 

　
消
防
署
　
　（
61
）０
９
１
１ 

消
防
団
員
の 

　
役
割
・
仕
事
に
つ
い
て 
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毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」

と
し
、
今
年
は
９
月
４
日（
日
）か
ら

９
月
10
日（
土
）ま
で
の
１
週
間
を
「
救

急
医
療
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。 

　
当
町
で
は
、
平
成
16
年
中
の
救
急

出
動
件
数
は
１，

４
１
３
件
で
、
前

年
と
比
べ
て
72
件
増
加
し
て
お
り
、

毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
は
計
算
す
る
と
、
１
日
に
平

均
で
約
４
件
の
出
動
が
あ
り
、
年
間

に
町
民
の
22
人
に
１
人
が
救
急
車
で

搬
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

救
急
車
の
要
請 

 

　
救
急
車
は
緊
急
性
の
高
い
傷
病
者

の
搬
送
を
業
務
と
し
て
お
り
、
緊
急

性
の
な
い
傷
病
者
が
利
用
す
る
こ
と

は
、
一
刻
を
争
う
傷
病
者
が
発
生
し

た
場
合
、
生
死
を
左
右
す
る
ほ
ど
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

あ
る
救
急
車
の
利
用
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

高
度
救
急
医
療 

 

　
消
防
署
で
は
、
高
度
化
す
る
救
急

医
療
に
対
応
す
る
た
め
、
医
療
機
関

で
の
研
修
へ
の
参
加
、
署
内
で
の
救

急
訓
練
を
積
極
的
に
行
い
、
迅
速
か

つ
適
切
な
救
急
活
動
が
行
え
る
よ
う

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
普
通
救
命

講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
か

ら
心
肺
蘇
生
法
に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）の
使
用
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
救
命
講
習
を
受
講

さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
、
以
前
受
講

さ
れ
た
方
も
、
新
し
い
普
通
救
命
講

習
を
受
講
し
て
、
応
急
手
当
が
適
切

に
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
受
講

を
希
望

の

際

は
、
消

防
署
ま

た
は
、

国
府
分

署
へ
相

談
し
て

く
だ
さ

い
。 休

日

医

療 
 

　
休
日
医
療
機
関
は
、
消
防
署
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
案
内
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。（
案
内
は
休
日
・
祝
祭
日

の
み
で
、
平
日
は
月
間
防
災
情
報
に

切
替
り
ま
す
。
）
そ
の
他
の
医
療
機

関
の
案
内
は
、
直
接
消
防
署
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
消
防
署
　
　（
61
）０
９
１
１ 

・
国
府
分
署
　
　（
73
）０
１
１
９ 

・
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
案
内 

　
　（
61
）５
１
５
１ 

　
今
年
は
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査

の
年
で
す
。
国
勢
調
査
は
10
月
１
日

（
土
）現
在
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
を
対
象
に
、
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
行
政
の
基
礎
と

な
る
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調

査
で
す
。 

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
、
福
祉
・
雇
用
・
防
災
・

環
境
な
ど
私
た
ち
の
身
近
な
地
域
の

問
題
を
考
え
る
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
の
で
、
調
査
の
重
要
性
を
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

調
査
の
対
象
は
？ 

 

　
10
月
１
日
現
在
、
ふ
だ
ん
住
ん
で

い
る
人
す
べ
て
を
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

る
場
所
で
、
世
帯
ご
と
に
調
査
を
行

い
ま
す
。 

 

調
査
方
法
は
？ 

調
査
員
っ
て
何
？ 

 

　
９
月
23
日（
金
）か
ら
30
日（
金
）に

か
け
て
、
調
査
員
が
す
べ
て
の
世
帯

に
調
査
票
へ
の
記
入
の
お
願
い
に
伺

い
ま
す
。 

　
調
査
は
、
調
査
員
が
調
査
票
を
各

世
帯
に
配
布
し
、
記
入
後
に
受
け
取

る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
員
は
、
総
務
大
臣
が
任
命
し

た
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
、
世
帯

へ
の
訪
問
時
に
は
、
「
国
勢
調
査
員

証
」
を
首
か
ら
提
げ
て
い
ま
す
。 

　
調
査
期
間
中
に
、
旅
行
や
仕
事
な

ど
の
都
合
で
、
留
守
に
す
る
場
合
は
、

町
ま
た
は
担
当
調
査
員
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

調
査
さ
れ
る
内
容
は
？ 

調
査
票
記
入
上
の
注
意
点
！！ 

 

　
氏
名
・
男
女
の
別
な
ど
、
世
帯
構

成
員
に
関
す
る
17
項
目
で
す
。 

　
調
査
票
に
記
入
の
際
は
必
ず
、
鉛

筆
又
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

調
査
票
の
提
出
方
法
は
？ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保
護
さ
れ
る
の
？ 

 

　
記
入
さ
れ
た
調
査
票
は
、
調
査
員

が
記
入
漏
れ
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま

す
の
で
、
調
査
員
に
渡
し
て
く
だ
さ

い
。 

　
調
査
票
は
調
査
員
↓
指
導
員
↓
町

↓
県
の
順
に
検
査
を
経
て
、
総
務
省

統
計
局
に
て
集
計
さ
れ
ま
す
。 

　
い
ず
れ
の
段
階
に
お
い
て
も
、
調

査
票
は
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
集
計
を

終
え
た
調
査
票
は
溶
解
処
理
さ
れ
ま

す
の
で
、
調
査
票
と
し
て
残
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
、
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

 

記
入
し
た
内
容
は
ど
う
使
わ
れ
る
の
？ 

 

　
統
計
分
析
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
利

用
さ
れ
、
皆
様
の
生
活
の
基
盤
を
作

る
資
料
と
な
り
ま
す
。 

○
法
定
人
口
と
し
て
利
用 

　
議
員
定
数
の
決
定
、
地
方
交
付
税

交
付
金
の
配
分
な
ど
は
法
律
に
よ
り
、

国
勢
調
査
結
果
を
利
用
す
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

○
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
各
種
施

策
に
利
用 

　
高
齢
者
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
母
子

家
庭
な
ど
の
統
計
を
地
域
別
に
明
ら

か
に
し
た
り
、年
齢
別
・
男
女
別
の
就

業
者
数
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
経
済

政
策
策
定
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
企
画
室 

　
　
内
線
２
０
６
・
２
０
７ 

こ

く

せ

い

ち

ょ

う

さ

 

▲心肺蘇生の手順を学ぶ 
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下
水
道
は
、
私
た
ち
が
日
常
生
活

で
使
っ
た
汚
れ
た
水
を
下
水
処
理
場

に
集
め
、
き
れ
い
な
水
に
処
理
し
、

再
び
川
や
海
へ
戻
す
と
い
う
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

         

大
磯
町
の
整
備
状
況 

　
町
の
公
共
下
水
道
は
、
処
理
区
域

面
積
６
９
７
㌶
を
全
体
計
画
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
供
用
開
始
し
て
、
13
年
が
経
過
し

た
現
在
の
整
備
状
況
は
、
処
理
区
域

面
積（
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
面
積
）１
７
２
・
２
８
㌶
、

人
口
普
及
率
３
３
・
３
％
で
す
。（
17

年
３
月
末
現
在
） 

 

   

　
今
後
も
下
水
道
に
対
す
る
理
解
を

い
た
だ
き
、
工
事
を
西
部
地
区
に
向

け
て
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
公
共
下
水
道
が
使
用

で
き
る
区
域
に
お
住
ま
い
で
接
続
を

し
て
い
な
い
方
は
、
生
活
環
境
の
向

上
と
水
質
保
全
の
た
め
に
早
め
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。 

        

　
な
お
、
町
で
は
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
を
進
め
る
た
め
に
、
供
用
開
始

の
告
示
の
日
か
ら
３
年
以
内
の
方
に

は
、
接
続
工
事
費
に
対
し
て
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
接
続
工
事

に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
下
水
道
課
　
　
内
線
２
２
４ 

　
県
と
（財）
県
下
水
道
公
社
で
は
、

「
下
水
道
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。 

　
下
水
処
理
場
の
見
学
会
や
子
供

学
習
室
で
の
体
験
、
模
擬
店
、
ゲ

ー
ム
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、

ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
９
月
10
日（
土
）　
午
前

９
時
〜
午
後
４
時（
小
雨
決
行
） 

※
模
擬
店
な
ど
の
無
料
チ
ケ
ッ
ト

の
配
布
は
午
後
３
時
ま
で 

▼
と
こ
ろ
　
相
模
川
流
域
下
水
道

四
之
宮
管
理
セ
ン
タ
ー 

           

◎
問
い
合
わ
せ
　
（財）
神
奈
川
県
下

水
道
公
社
四
之
宮
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
�（
55
）７
２
１
１ 

ネッツトヨタ 

ふじみ園前 

ロ
ー
ソ
ン 

四之宮交番 

国
道
12
9号
 

下水道公社 
入口案内標識 

前鳥神社前 

至平塚駅 

前鳥神社前バス停 
から正門への道は 
車両進入禁止です。 

至馬入工業団地 

出入口 
（歩行者・自転車） 車両出入口 

（自家用車） 

至平塚 
四之宮 

管理センター 

相
模
川 

下
水
道

下
水
道 

　

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い 

　
　
ま
つ
り

　
　
ま
つ
り 

下
水
道

下
水
道 

　

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い 

　
　
ま
つ
り

　
　
ま
つ
り 

下
水
道 

　

ふ
れ
あ
い 

　
　
ま
つ
り 

　
平
成
18
年
度
に
町

立
幼
稚
園
入
園
予
定

園
児
の
保
護
者
を
対

象
に
、
幼
稚
園
で
の

生
活
内
容
等
に
つ
い

て
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。 

　
各
園
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
幼
稚
園
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。 

○
と
き
・
連
絡
先 

・
大
磯
幼
稚
園
　
10
月
７
日（
金
） 

　
　（
61
）０
５
０
５ 

・
小
磯
幼
稚
園
　
10
月
６
日（
木
） 

　
　（
61
）４
０
９
３ 

・
国
府
幼
稚
園
　
10
月
５
日（
水
） 

　
　（
71
）０
５
４
９ 

・
月
京
幼
稚
園
　
10
月
４
日（
火
） 

　
　（
71
）３
０
５
０ 

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
。
会
場
は
２
階
ホ

ー
ル
で
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
学
校
教
育
課
　
　
内
線
３
２
７ 

○と　き　10月30日（日）　午前10時～午後３時 
○ところ　岩田記念室内競技場駐車場（雨天のときは室内競技場） 
○募集内容・出店数　20店舗（先着順） 
　　　　　・出店スペース　３ｍ（間口）×２ｍ（奥行） 
　　　　　・出店内容　リサイクル品の販売 
　　　　　　　　　　　（飲食物及び動物は販売できません。） 
○募集期間　９月12日（月）～16日（金） 
○応募資格　町在住で自宅にあるものをリサイクルのために販売
　したい方（販売を業とする方は出店できません） 
○申し込み方法　所定の「出店申込書」に必要事項を明記のうえ、
　環境美化センターに持参提出してください（郵送不可）。 
　※出店申込書は９月１日から役場１階ロビー、国府支所、環境
美化センターで配布します。また、町ホームページからダウン
ロードできます。 
◎問い合わせ　環境美化センター　　（72）４４３８ 

個店出店者を個店出店者を 
募集 

個店出店者を個店出店者を 
募集 

個店出店者を 
募集 

環境美化センターフェアの一環として、リサイクルのための 
フリーマーケットに出店を希望する方を募集します。 
 



図
書
館
年
報
速
報
版 

 

　
平
成
16
年
度
の
利
用
状
況
統
計
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

　
貸
出
点
数
は
平
成
15
年
度
に
比
べ

約
３，
５
０
０
点
増
え
ま
し
た
。
そ

の
伸
び
は
一
般
書
の
貸
出
が
増
加
し

た
た
め
で
す
。 

　
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
受
付
件
数
に

つ
い
て
は
約
２
倍
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、

及
び
館
内
の
利
用
者
用
検
索
機
か
ら

資
料
の
予
約
が
手
軽
に
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
主
な
理
由
と
思
わ
れ

ま
す
。 

　
ま
た
、
貸
出
利
用
券
の
有
効
登
録

者
数
も
順
調
に
増
え
、
利
用
者
の
拡

大
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 

              

　
一
方
、
貸
出
ベ
ス
ト
５
は
、
一
般

書
は
最
近
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本
が
多

く
、
児
童
書
は
テ
レ
ビ
の
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
本
に
交
じ
っ
て
、
定
番
の

絵
本
が
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。 

              

◎
問
い
合
わ
せ 

　
図
書
館
　
　（
61
）３
０
０
２ 

 

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 
 

※
利
用
時
間
…
平
日
は
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
６
時
50
分
、
土
・
日
・

祝
日
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
50
分
。
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー

に
て
。 

 

◎
パ
レ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
絵
画
展 

○
と
き
　
９
月
２
日（
金
）午
後
２
時

〜
16
日（
金
）午
後
２
時 

○
内
容
　
絵
画
の
展
示 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
和
田
　
　（
60
）２
９
７
７ 

  

◎
第
４３
回
松
原
勇
吉
個
展 

「
郷
愁
の
風
景
〜
消
え
て
い
っ
た
ふ

る
さ
と
の
風
景
〜
」 

○
と
き
　
９
月
19
日（
月
）〜
25
日（
日
） 

○
内
容
　
戦
後
60
年
の
年
、
昭
和
を

想
う
。
大
磯
の
山
々
や
海
も
変
わ
っ

た
が
、
写
真
に
よ
っ
て
大
磯
ら
し

さ
を
知
り
、
考
え
る
手
立
て
と
し

た
い
。
旧
三
井
家
大
磯
別
邸
城
山

荘
写
真
集
『
如
庵
』
原
版
、
特
別

出
品
。 

              

◎
問
い
合
わ
せ 

　
松
原
　
　（
72
）１
３
３
５ 

平成16年度 図書館利用状況 

平成16年度 貸出ベスト５ 

貸出冊数 
（図書・雑誌） 
貸出点数 
（ＣＤ・カセットテープ） 
蔵書冊数 
（図書） 
所蔵点数 
（視聴覚資料） 
貸出利用券有効登録者数 
予約・リクエスト受付件数 

本館 合計 国府分館 

124,334 
 

11,451 
 

184,869 
 

7,431 
 

― 
8,221

39,489 
 

1,018 
 

19,866 
 

490 
 

― 
3,450

163,823 
 

12,469 
 

204,735 
 

7,921 
 

10,048 
11,671

1 

 

2 
 

3 

4 
 

5

一 般 書 児 童 書  Ｃ　Ｄ 

バカの壁 

 

蹴りたい背中 
 

蛇にピアス 

臨場 
 

半落ち 

女子十二楽坊 
 

LISTEN TO 
MY HEART 

TRUE（中島美嘉） 

シングルス 

（カーペンターズ） 

美空ひばり全曲集 

かいけつゾロリ 
つかまる！！ 

ぐりとぐらの 
かいすいよく 

ぐりとぐら 

かいけつゾロリ 
の大かいじゅう 

ミッケ！　７ 

化粧坂松並木（旧東海道） 

　
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下
は
単
純
に
加
齢

に
よ
る
体
力
低
下
だ
け
で
お
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
出
が

減
り
、
歩
く
・
し
ゃ
べ
る
な
ど
の

機
会
が
減
っ
た
た
め
に
、
機
能
が

低
下
し
て
し
ま
う
こ
と
を
【
生
活

不
活
発
病
】
と
言
い
、
注
意
が
必

要
で
す
。
積
極
的
に
外
に
出
か
け
、

人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
日
常
動
作

能
力
を
維
持
し
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
で
は
、
人
や
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
、
生
き
が
い
や
役
割

を
も
た
ら
し
、
生
活
の
質
を
高
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
、

自
分
自
身
を
元
気
に
す
る
力
と
な

り
、
健
康
状
態
の
改
善
や
好
ま
し

い
生
活
習
慣
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

　
Ａ
Ｄ
Ｌ
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
互
い
に
影

響
し
合
っ
て
い
ま
す
。
身
体
を
動

か
す
こ
と
や
楽
し
み
の
誘
い
が
あ
っ

た
ら
出
か
け
て
み
る
、
ゆ
っ
た
り

の
ん
び
り
し
て
み
る
等
、
豊
か
な

人
生
の
た
め
に
あ
な
た
自
身
の
取

り
か
か
り
や
す
い
所
か
ら
、
何
か

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
き
っ
と
昨
日
よ
り
、
元
気
な
あ

な
た
に
な
れ
ま
す
よ
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課 

　
吉
田
　
　
内
線
３
０
８ 
こんにちは保健師です 

Ａ
Ｄ
Ｌ 

Ｑ
Ｏ
Ｌ 

アクティビティズ オブ 
デイリィ ライフ 

Activities of Daily Life 
【日常生活動作】 

食事や排泄、着替え、入
浴、移動、寝起きなどの
日常に必要な動作 

ＡＤＬが低下すると・・・歩行が思うように
出来なくなると、家に閉じこもりがちになっ
たり、排泄や入浴時に手助けが必要になりま
す。 

ＱＯＬを高めるために・・・趣味やストレス
解消法、気楽につきあえる仲間を持ちましょ
う。ゆったりと過ごす、生活の中の役割を持
つことも大切です。 

日々の充実感や満足感 
「生きがいを感じる」
「自分が健康だと思う・
幸せだと思う」など 

クオリティ オブ ライフ 
Quality of Life 
【生活の質】 
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▲歓迎式で自己紹介する齋藤さん 

▲抜け殻からセミの種類を判別する齋藤君 

　
７
月
30
日
、
31
日
に
文
学
姉
妹
都

市
現
岐
阜
県
中
津
川
市
（
旧
長
野
県

山
口
村
）
か
ら
小
学
生
12
名
を
含
む

25
名
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。 

　
合
併
後
初
め
て
の
交
流
と
な
り
、

児
童
交
流
で
は
、
磯
遊
び
を
楽
し
み

ま
し
た
。
波
の
様
子
、
海
風
の
違
い
、

磯
の
生
物
、
全
て
に
感
動
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
「
な
ぎ
さ
の
祭
典
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
花
火
を
楽
し
み
、

両
市
町
の
交
流
を
一
層
深
め
ま
し
た
。

お
別
れ
会
で
は
、
中
津
川
市
児
童
か

ら
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る
場
面
も
あ

り
、
和
や
か
な
一
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

               

◎
問
い
合
わ
せ
　
大
磯
町
観
光
協
会

　
　（
61
）３
３
０
０ 

中
津
川
市
と
の

中
津
川
市
と
の 

　
　
　
　
　
児
童
交
流
を
開
催

児
童
交
流
を
開
催 

中
津
川
市
と
の

中
津
川
市
と
の 

　
　
　
　
　
児
童
交
流
を
開
催

児
童
交
流
を
開
催 

中
津
川
市
と
の 

　
　
　
児
童
交
流
を
開
催 

　
今
回
は
、
７
月
24
日
（
日
）
に

旧
野
村
研
修
所
跡
地
で
行
わ
れ
た

め
ざ
せ
セ
ミ
博
士
！！
、
30
日
（
土
）

の
な
ぎ
さ
の
祭
典
、
30
日
・
31
日

の
中
津
川
市
と
の
児
童
交
流
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

め
ざ
せ
セ
ミ
博
士
！ 

 

　
僕
は
去
年
の
夏
に
も
旧
野
村
研

修
所
跡
地
を
見
学
し
ま
し
た
が
、

バ
ッ
タ
や
イ
ナ
ゴ
が
た
く
さ
ん
い

て
虫
の
楽
園
だ
な
ぁ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
今
回
は
セ
ミ
に
つ
い
て
詳
し
く

わ
か
る
の
だ
と
思
い
、
ワ
ク
ワ
ク

し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

　
秦
野
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か

ら
講
師
の
人
が
来
て
、
セ
ミ
だ
け

で
な
く
、
ス
ズ
メ
蜂
の
巣
を
見
つ

け
た
り
、
殿
様
バ
ッ
タ
の
オ
ス
メ

ス
の
見
分
け
方
な
ど
、
色
々
な
昆

虫
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
少
し
訪
れ
た
の
が
早
か
っ
た
み

た
い
で
、
セ
ミ
は
た
く
さ
ん
は
い

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
抜
け
殻
を
み

ん
な
で
集
め
て
、
最
後
に
大
き
さ

や
体
の
デ
コ
ボ
コ
を
参
考
に
、
セ

ミ
の
種
類
分
け
を
し
ま
し
た
。 

　
見
つ
け
た
中
で
は
、
ヒ
グ
ラ
シ

が
一
番
多
か
っ
た
け
ど
、
珍
し
い 

            

ク
マ
ゼ
ミ
も
１
匹
い
ま
し
た
。 

　
夏
休
み
が
終
わ
る
８
月
末
に
は
、

き
っ
と
も
っ
と
多
く
の
抜
け
殻
が

見
つ
か
る
と
思
う
の
で
、
も
う
一

度
行
っ
て
、
調
べ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。 

（
齋
藤
啓
太
） 

な
ぎ
さ
の
祭
典 
 

　
僕
は
港
の
横
で
行
わ
れ
た
な
ぎ

さ
の
祭
典
を
見
に
行
き
ま
し
た
。 

　
今
回
は
ペ
ド
ロ
＆
カ
プ
リ
シ
ャ

ス
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
た
く
さ
ん

歌
を
歌
い
ま
し
た
。 

　
僕
は
ず
ー
っ
と
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
聞
い
て
い
た
け
れ
ど
、
知
っ

て
い
る
曲
は
ひ
と
つ
も
な
か
っ
た

で
す
。
で
も
、
横
で
一
緒
に
歌
っ

て
い
る
お
母
さ
ん
を
見
て
い
た
ら
、

来
て
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。 

       

　
歌
の
後
に
は
花
火
が
上
が
り
ま

し
た
。
花
火
は
や
っ
ぱ
り
間
近
で

見
る
の
が
一
番
で
す
！！
音
と
一
緒

に
体
に
伝
わ
る
振
動
が
良
く
、
去

年
よ
り
も
数
が
た
く
さ
ん
増
え
た

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年

も
、
な
ぎ
さ
の
祭
典
を
体
感
し
た

い
で
す
。 

（
山
口
健
太
） 

中
津
川
市（
旧
山
口
村
） 

と
の
児
童
交
流 

 
　
２
日
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
中

津
川
市
の
小
学
生
と
の
交
流
に
、

私
は
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

　
大
磯
町
か
ら
は
11
人
、
中
津
川

市
か
ら
は
12
人
の
小
学
生
が
参
加

し
、
歓
迎
式
で
自
己
紹
介
を
し
た

後
、
島
崎
藤
村
邸
に
行
き
ま
し
た
。 

　
島
崎
藤
村
が
生
ま
れ
た
中
津
川

市
と
亡
く
な
っ
た
大
磯
町
と
が
姉

妹
都
市
を
結
び
、
私
達
が
一
緒
に

藤
村
さ
ん
の
家
を
訪
れ
、
仲
良
く

な
る
こ
と
は
、
と
っ
て
も
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
海
の
な
い
場
所
か
ら
来
た
中
津

川
市
の
小
学
生
は
照
ヶ
崎
海
岸
で

は
少
し
び
っ
く
り
し
な
が
ら
海
水

に
足
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
な
ぎ
さ
の
祭
典
で
は
花
火
が
打

ち
上
が
る
の
が
と
て
も
待
ち
遠
し

く
、
特
に
連
続
花
火
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。 

            

　
翌
日
は
大
磯
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
で
、

中
津
川
市
の
み
ん
な
と
一
緒
に
遊

び
ま
し
た
。 

　
秋
に
中
津
川
市
を
訪
れ
る
の
が

今
か
ら
と
て
も
待
ち
遠
し
い
で
す
。 

（
齋
藤
亜
里
沙
） 

  

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ

る
こ
ど
も
記
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
　
内
線
２
０
７ 

▲今年の花火 



料理講習会 

国府中学校地域フォーラム 

にこにこクラブ 
骨太体操ボランティアを 

あなたの会に呼んでみませんか？ おおいそ健康ウォーク 

20

▲柴田勝公 

▲山本観星 
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第３１回町民バレーボール大会 

こころの健康相談 

第１５回　ファミリー 
グラウンドゴルフ大会 

精神保健福祉普及啓発講演会 

子どもサンデー教室④の開催 

まず、あなたの主治医の都合を聞いた 
上でご利用ください。 
　診療時間厳守　・午前９時～１２時 
　　　　　　　　・午後２時～５時 

休日当番医は、都合により変更となる 

場合がありますので、事前に消防署へ 

ご確認ください。 

 

◎問い合わせ 

　大磯町消防署　　（６１）０９１１ 

　二宮町消防署　　（７２）００１５ 

9月の日程表 休日急患診療　在宅当番医 
日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話 

ひよこクリニック 61－7963大磯町大磯1654－3小・内・皮 18 日 

さだもとクリニック 72－5737二宮町二宮821内・消・リウ・アレルギー・小 11 日 

二宮診療所 71－0201二宮町二宮1305内・循・外・消・整 4 日 

国谷整形外科 61－0238大磯町大磯949外・整・リハ・リウマチ 19 月 

二見整形外科 0465－43 
－2921

61－8887

二宮町川匂6整・リハ 23 金 

森田内科医院 大磯町東小磯10－1内・呼・消・循・小 25 日 



※乳がん検診マンモグラフィーＸ線撮影は視触診を補う検診です。    
◎申込受付…９月７日（水）から　8：30～17：00（土日・祝日を除く）    ※定員になり次第締切り
問・申　子育て介護課　　内線３０８   

22

講演会「子どもの虐待を理解
するために 子どもの虐待概論」

パソコン講習会 家庭介護教室

横溝記念まつりボランティア募集

「銀河鉄道2005」
スターライナーに乗ろう！

火事と救急
7月の出動状況

消防車…16件（火災出動1、救助出動0、警戒出動1、その他出動14）
救急車…133件（急病74、交通事故20、一般負傷25、その他14）

消防情報ダイヤル
　　　　　　(61)5151

検診項目 場　所

保健
センター

検診日 受付時間

午前 9 ：00～10：30
午後 1 ：00～ 2 ：00

男性　 午前 8 ：00～ 8 ：30  
女性　 午前 8 ：30～11：00  

料　金

1,000円

1,200円

定　員

先着100名（各日50名）
※40歳以上の成人対象

※40歳以上の女性：視触診とマン
モグラフィ（午前・午後 各30名）

乳がん 10月20日（木）

10月19日（水）
10月20日（木）

胃がん

地震と津波の話
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　不用品の登録や斡旋の受付
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日

は除きます）
○不用品登録状況はホームペー
　ジでもご覧いただけます。
○交渉は当事者同士でお願いします。
○ご連絡をいただいてもすでに
　取引が成立している場合もあ
　りますのでご了承ください。
問　地域協働課　　内線237

不用品登録情報

会議開催のお知らせ

相　談　名 相 談 内 容 等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

人 権 相 談 家庭内（夫婦・親子・扶養等）、隣近所
とのもめごと、いじめ、体罰等

行 政 相 談
年金・医療保険・登記・道路・行政機関
の窓口対応など国の行政に対する苦
情・意見・要望等

法律相談（予約制） 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日常生活の中の法律的な問題

消費生活相談
物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざ
まな悩み、相談

電話教育相談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

１５日（木）
１３時～１６時

８日（木）１５日（木）
１３時～１６時

２０日（火）
１３時～１５時３０分

毎週月曜日～金曜日
９時～正午
１３時～１６時３０分

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は毎
月１日からです。（１日が
土・日・祝日の場合は、
翌日または翌々日）

福祉センター
「さざれ石」

社会福祉協議会
　（６１）９３９０

大磯町適応指導教室（町立小磯幼稚園内）
　　（６１）８７９５

地域協働課
　内線２３７

相談のご案内［9月］

気象情報
7月

最高気温　31.8度　　最低気温　18.4度　　平均気温　24.4度
総雨量　223.0mm

平塚市消費生活センター
平塚市八重咲町３番３号
JAビルかながわ２階
　　（２１）７５３０
※無料の駐車場はありません。

かながわウィークエンド
　　　　　　消費生活相談
　　０４５（３１４）５５８６
※電話相談のみとなります。

９時３０分～正午
１３時～１６時
（ただし、祝日は除きます）

１０時～１６時
（ただし、年末年始及び施
設管理上実施できない日
を除きます。）

月
〜
金

土
日

ウィルス肝炎相談会公開講座「認知症介護における
ストレスとその対応」

県西全域無料法律相談

大磯八景巡りハイキング



広
報
お
お
い
そ
　
2
0
0
5
年
9
月
号
 
大
磯
町
発
行
  企

画
室
編
集
  〒

2
5
5
-8
5
5
5
  神

奈
川
県
中
郡
大
磯
町
東
小
磯
1
8
3
番
地
　
　
0
4
6
3（

6
1
）4

1
0
0
  FA

X
0
4
6
3（

6
1
）1

9
9
1
  http://w

w
w
.tow

n.oiso.kanag
aw

a.jp/ 人口 32,609（＋37）　男 15,893（＋19）　女 16,716（＋18） 
世帯 11,836（＋15）　（　）は前月比 

町の人口と世帯 
８月１日現在 24

夜の高麗山は神秘的 !?
●ミステリーナイトハイク（7月23日） 
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カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

（
評
）日
本
人
の
挨
拶
は
、
会
釈
が
ふ
つ
う
で
す
。
別
れ
の
時

に
手
を
握
る
と
い
う
の
は
、
特
別
な
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
で

す
。
下
句
を
よ
む
と
そ
れ
が
わ
か
り
ま
す
。
よ
く
頑
張
っ
て

い
ま
す
ね
、
お
体
を
大
切
に
、
そ
ん
な
気
持
ち
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
答
え
て
握
り
返
す
手
に
「
力
こ
も
れ
る
」。
す
ば
ら

し
い
百
歳
。
か
え
っ
て
力
を
頂
い
た
の
は
、
作
者
で
あ
り
、

読
者
で
あ
る
私
た
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏 

◎
問
い
合
わ
せ
　
経
済
観
光
課
　
　
内
線
２
６
４ 

西
行
祭
献
詠
短
歌
入
選
作
品 

　
大
磯
町
　
飯
田
　
ミ
ヨ 

　いのうえ　なおと 

広報カメラマン 千葉さん撮影 

竹神輿をぶつけてオハライ 
●七夕祭り（西小磯西）（8月6日） 

広報カメラマン 近藤さん撮影 

竹飾りを振ってオハライ 
●七夕祭り（西小磯東）（8月6日） 

広報カメラマン 近藤さん撮影 

記録に挑戦 !!
●陸上記録会（8月6日） 

広報カメラマン 横山さん撮影 

懐かしい曲に思わず口ずさみました ●なぎさの祭典（7月30日） 

わたしの巣箱に鳥がくるとうれしいナ!
●巣箱づくり教室（8月4日） 

広報カメラマン 近藤さん撮影 

タッチは…ホームイン !!
●少年野球大会（8月7日） 

広報カメラマン 横山さん撮影 

ぼくのショットもナカナカでしょ！ 
●ファミリーゲートボール大会（8月6日） 

広報カメラマン 近藤さん撮影 

ヘディングシュート…惜しい !!
●ミニサッカー大会（8月7日） 

広報カメラマン 横山さん撮影 

井上　波音くん　　　平成16年1月5日生 

達也さん、絵美さんの長男 

母の日の次の日に１人
歩きできるようになり
ました。元気よすぎる
波音くん !! 
 
 
 
※このコーナーに登場して

くれるお子さんを募集し

ています。 

◎問い合わせ 
　企画室　　内線207

100100

ま
た
の
日
の
逢
ひ
を
約
し
て
握
る
手
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
君
百
歳
の
力
こ
も
れ
る 

 

今
月
の
短
歌 
今
月
の
短
歌 


